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なって土地が湿 って くると, (あるいは水車で水路から水を汲みあげて)苗代をつ くり,移植











































位の平均は 3.65m であって, 最高は1831年の 5.23m', 最低は1919年の 2.30m というのであ















































から 1,000万m3に及んでおり平均 しておよそ 170万m3 というのであるが,多 くの場合溜池
だけは造 られているが用水路はまだ造 られていないのである｡この理由としては溜池は農業省
が担当しているのであるが,用水路,配水路は部落が協同組合省の監督下にこれを受け持って















潰 した｡(私はこの地域の中央部を2日間旅行 してこの間に4ヶ所の欠潰 した堤防をみた)｡翌
1962年は雨量が少なく,(これはFAOの専門家の調査によるのであったが,これによると地域












































































































要因を取 り除 くにはどうしたらよいであろうかということから後進国問題が大きく取 り上げら
れるようになってきたといえる｡確かにこの地域の諸国では国民の生活水準はほとんど低滞 し
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るのであり, 年率にして 3%の増加を 続けるとすると, 人口は22- 3年で倍増することにな
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加 して くる年齢層はそう遠 くないうちに稼働年齢に入って くるのである｡食糧生産の増加とと
もに彼等に新 しい職場を用意 しなければならない｡耕地の開拓は必要であろうがそれと同時に
工業化の問題を考えなければならないのではなかろうか｡今日まで生活水準を高めるというこ
















































に答えなければならない｡ 私はまず 正 しい現実の理解が不可欠 のものであると考えるのであ
り,そしてこの理解はこの開発を成功に導 くものであろうと考えている｡
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